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新秋の涼風が肌に心地よく感じられる季節となりました。朝、元気に登校
する子どもたちの姿を見かけると、２学期が始まったことを実感します。
教育センターでは、学校の夏季休業中に様々な研修が行われました。次代

を担う児童生徒を育成する教職員の資質・能力の向上を図ることを研修のね
らいにし、対面・集合型研修やオンライン研修（同時双方型またはオンデマ
ンド型）にて開催しました。講義・演習等をとおして川越市教職員の指導力
が一層高まったことと思います。

市制施行 100周年記念事業として、川越市教育委員会（教育センター）
主催による「川越市イングリッシュキャンプ」を実施しました。児童生

徒が川越市の良さを認識し、市制施行 100周年を祝う気持ちを持てるよ
うにするとともに、英語に触れる機会をとおして、英語への興味関心を

高めることを目的に、８月９日（火）、１０日（水）に教育センターで開催

しました。

小学校の部では、英語指

導助手や他校の友達との交

流をとおして英語に親しみ

ました。中学校の部では、

川越市の魅力を伝えるため

のビデオレターの作成や英語検定の対策講座をとおして、英語力を高め

ました。

初任者が実践的指導力と使命感を養い、幅広い知見を持つことができ

るよう、夏季休業中に多くの研修会を開催しました。教科等指導や生徒

指導、社会教育施設利用、博学連携等について研修しました。

初任者は、研修をとおして新しい知識・技能を吸収し、視野を広げてい

ました。また、研修生同士の交流を深めながら、互いに高め合った夏季研

修となりました。２学期以降も学校の力となることと思います。

今年度もテーマは「Interactive インタラクティブ（双方向）」と

し、オンライン（同時双方向型）で実施しました。午前は特別講演、

午後は１０講座の実践発表が行われ、延べ５４４名の先生方が参加し

ました。

午前の特別講演では、「郷土に誇りと愛着をもち、探究する力を育む

教育の在り方～川越授業スタンダードの実践を踏まえて～」と題し

て、文部科学省初等中等教育局教科調査官 齋藤博伸氏による講演が

行われました。午後の実践発表では、

様々な教科・領域にわたって先進的

な研究の発表が行われました。

教職員が共に学び、優れた実践を

共有する貴重な場となりました。
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